
その2 家畜用浄化処理施設の事例調査  

中 山  清 ■ 大 帝 昭 也  

嵩 塚 治 梅  

この調奄は、昭和42年度「都市近郊忙かける家畜ふん展処理に関する研究」の一項として、実  

態ならびに動向調査と平行して、既設浄化施設の代表事酬乞ついて、その機能及び設置者のおかれ  

ている環境毎件、椎骨の紙質を調杏ナることにより、今後の処理問題に対する参考食料を侍るため  

実施した。   

現壷都下に法、本庁畜産課忙お車て助抜群簡を講じ、現地試験展示として設澤されたもの、偉業  

構造改良壌業、東京都塵業経営近代化総合対艶事業ケこより設置されたもの、また投葵近代化資金に  

ょり、或いは、自己資金により設直したもの等、単なる消化槽程度のものから横位汚泥方式咋よる  

高根処理施設まで相当数のも■のが設帯されているよ   

浄イヒ施設には大別して、好気性処理‘と碩気性処理の2方法があろが、家畜の場合全能処理するた  

めには、嫌気件処理は不適と考えられ、励起は飴んど設置されていかへ   

好気性処理bても高級、中綿、麿易と各鯉如聖殿瀾があゎ、経営者は璃辺の地域、社会射宥を考慮  

して、一どのよう夜施設を選ぶか決定すべきであろう。細射て当ってもこれらの点に考賭して、なる  

べく構超、塵巨の兵るものを選ぶようにした。   

をか、誉町酎こあた′っては塵林省虚業稚術研究外相沢技官の指導を仰ぎ、水甥倹頂は同研究所で行  

ったものであるく，   

鋼 奄 個 所  

青  梅  市  

東 村 山 市  

保  谷 市  

世 田 谷 区  

言  

2ケ研（曙用施設）   

1ケ所（ 〝 ）   

1ケ所（牛用 〝）   

1ケ所（陳用 〝）  

5‘ヶ所  

調 査 項 目   

1・詞奄対象者のかかれている環堵条件   

2、 経営の慨層   

5．浄化施設の実態   



調 査 期 間  

昭和42年11月－12月   

絹・な 結 果  

1 青 梅昔  A葎慄場   

（1） 環 境 条 件  

■育梅市は都心から歯へ酌50km、霹の南寄りを歯から東へ多摩川が景虎し、三方を山，  

紅顔まれ、東へ中って平地化してりる。毒の東北部を流れる馴は多摩川との聞は扇状台  

地を形成し、この地域は市街地開発の指定を受け、目下団地酪備を実施しているところも  

あるが、いまだ大部斜ま鼻薬地借となっている。  

本施設のある大門、今寺地区はこの地帯の中心で、都市化の中における軽業の特色を生  

かし、自立繕留、企業的椎骨確立のため、確済性の説い酪農、春豚を基幹作物としている。  

気温は、冬【ておいては都心部よ少7－80cも低く、－1Ddc以下咋下ることもある。峰  

画境は年間を通じて約1，700n－ 
． 

地下水は極めて深く、ヰ戸のサク掘には媚鶴を伴い、水成も豊富と披いえない。  

当該浄イヒ施設のある魂○肇啄場壮、敷地5Daで、その中に母撃及こ哨告があり、軍司  

は籾地及ひ竹林に走っている。人家は比較的まばらで（1ha当り5～10人）主に鼻家  

であるが、南方約5ロOmのところ腔ン叫般住宅が点在している。なお、北側の母屋の裏豪  

巾2mの綾業用水路が流れている。  

この地区比まだ特忙家専のふん屍が社会問題を引き起す佗どでは禿いが、今後人口密塵  

が増え多弔飼育が進むにつれて、早晩間魔化することが予測される。   

（2） 経常の概要  

イ  飼萄頭数 労鞠状況、排他痛積反骨作付状況等  

子ぎ！零の嘩入、肉啄の出荷、飼料の純入など一切を塵協が血倒サているので、薗理慮に  

おいても、浄化施設を作ったこと忙よカ、労力を削函でき、主人が昨年亡くたられたに  

もかかわらず、女手だけで繕増してお力、収入面でも一応安定することができるように  

怒った。  

飼竜頭数は常時150澗で、労働力は経営者である女主人1人で、長男（農業萬校生）  

が朝晩手伝う桜庭である。  

耕地血績は田27a、細70aで、米作と罵鈴暑が主で、ほかに自家用の野菜を作（  

ており、その僅かに鶉2D O胡を飼っている。   



ロ  家畜の臍確聞婚から現在に至るせでの経過  

昭和52年忙2肇の噺家を伺い始め、5年後に蛙繁殖憾も含めて5D守則て欄間し、そ   

の後條肺の好況に乗じて感次増加し、58年頃には150弼に規掩を拡大した。現在は  

このほかに横様を5頭翻っている。  

経 営 収 支  

昭和42年4月～10月までの肉啄出荷状況は次の通りである。  

出 荷 頭 数  544頭  

伺上販 売代  6．5∠15，502トり  

子啄購入代  2，924．D口0円  

飼 料 購入代  2，1占2，7d2円  

なみ、毎月諸軽質として、礪気代8，000円、その他スD【0円 言†15．O Dロ  

円程度支出し‾亡いる。   

ニ  将来の経営目標  

主人が8月亡く孜られたので、労力その他の融からも現状を維持して行く考えである。  

ホ  生産設備の状況  

畜舎及び附属施設  

條 脊 5頗 40ロm2（軽量鉄骨）、このうち飼料庫として271れ2を利用  

している。  

鎧具合1礫 50m2  

治水滴設：1HPの日立ポンプを使片〕している。  

機 械 器 具  

トラククー（ハ／ドトラククー） 大、小2台  

噂自動卓  1 台  

その他ウオーターカップ、f詞科i運搬腹、子豚保温岩還の路怖あれ  

へ  絵 絹 形 譜  

拾蕃方法はすべて配合の粉飼で、飲水技別にクオーターカップで自由忙のむよう陀祭  

っている。  

（5） ふん尿処理場設の実熊  

昭和40年11月に活性汚泥方式による浄化施設を設渡しているが、設得鎖を安くする  

ためレこ標準一段曝気を採用していることと、上述の過少井戸が深く水量が充分得られない  

－129－   



ため把、調査時に射ける礪駅倍達も10～15倍庵薮で、しかも余剰汚泥の引きぬきが不   

十分充ために浄化程度も下記のようにあまりかんばしく孜かった。  

なお、ふるいかす、余剰汚泥はすべて自分の畑へ運搬処撰している。   

施設 の 機能  

処 理 方 式  榛準型一段酸化  

処J堂 能 力  20D頭／日   

食 尿 量 配）  1．2t／日   

総 処 ガ担 竜（20倍）   24n13／日  

経 持管理 費（月）  1580卜勺  

施設 建設費  1．52管149閂  

施  工  者  横浜市日本機工KK   
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背 栴 市  B華豚場  

（1） 環 境 条．畔＿   

との祖院功は、紆記調査したA番豚」易と1kmも漁れていな叶位掛てあり、自然的、社   

会的環境条件は全く同一であろ。激地の総薗酎上約50aト巧夜食はその東側に建てられて   

いる。啄舎打こ接して声割Ilが流れ、この川は巾14nlあり、埼玉県の人脚l匪合流している。   

周辺は人家もまばらで突闇と茶畑が多い。  

川（て生ふんを茂人することは禁じられているが、まだ斡に公害上の問題は握っていたレ㌔  

（2）．鱒軍の概賓   

ィ 由番頭数、労働涙広軌地産横及び作付状況現  
内懐240頭を夫婦で背逸している。長男は勤めに出ており、時々手伝う確度である。   

そのほかに、鶏を約5d羽飼っ七いる〔，耕地は畑50a、桑園558で、隊稲と麦が王  

で少しではあるが養蚕もゃってりる。   

口  家考の飼啓開始から現在隼薫るまでの経過  

終戦後間も左く堆肥が目的で、≒肉豚を2、5琉翻ったのが始めで、55年には50頭   

に増やし、4D毎や、撃本邸桝こ淵慄に凝り組み、現在の乗数に規模を拡大した。   

ハ 横 皆 収 支  

∴咋一年間の繹常収支は概ね次のとかタである。  

畑 荷 頭 数     55、d頭   

肉時販売代   納10J5ロ0，〇占0円  

子啄時人代   釣 4Jo oo．□00円   

飼料鰐入代  4，970，□□D門一食額塵協から弼入Lている。  

その他の機密としては、鳩気代か毎月約鼠n D nl月で、これは自家給水ポ／プの使用  

料が大部分で、席両峰には地下水か上がるため約1，ロロOlサ位住友く怒る。その他の諸  

経肇とLて10．000拉支押している。  

将来の経営日頗  

■ 本年中にをお100穐ぐらい憎飼する計画をもっている。   

ホ虐産装備¢状況  

畜舎及び附属施設  

＝」慄・針一－5棟 550m2（木造）このうち飼料席として15m2を刊梢してい  

る。  

－1う2－   



農具食1條 5Cm2  

サイロ 2基（径2mX5m）  

給水施設 6炒ポ／ブに1HP 

機 紙 器 具  

トラククー（ハンドトラクク∴－） 2台（4．2Hp l．2l二rp）  

チヨノバ▼－（ホンダ）  1台  

へ  給 餌 形 態  

埠協鮎斜こ7スマ、仲夏、豆粕を自家離してこれを飼槽佗入れたときに水をノノ口注する。  

なお、食べ終クてから直に一柳郵て給水してやる”  

（4）．ヰん屁処建禰設の実態調査  

帽ノ和42年2月【′こ下記のようなバイオソブショソ方式による施設をつくっ．たが、これは！   

敬意、執娘（′〔重点を凱′可輌、A葡呼物同様工事辣を安く、とげるため、一段処竣方式をと   

っていて、輯息上も15悟稀釈とをっているので、高級処美削せ望めたい吠菩にあるく）   

施設の 確能  

コニ′ククト、スタビリデーツヨ／方式（バイオソブシ∵ヨン）   

500頭／日   

1、B t／日   

2．7t／臼  

8，D C O円   

1，589000円  

東京都中央区東洋技研株式会社   

処 理  方 式  

処 一哩 能 力   

簸尿帝（蛇）  

総処規慢（15Q）  

線韓管理費（月）   

施設建設轢’  

確 工  老  



緋特背樗費（月）  8．000 円  

施設壌設館  1．589．800円  

施 工 者  東京都中央区東洋技研株式会社  

構  造  図  

／㌧■ンン／／＼′′  

撹入汚・水  
沈
挿
そ
う
 
 

分 析 借  

項目    堅竺▼  流 入 汚 水   処  理  水   除 去 泰（旬）   

水  分   9 9．9   9．9．9   

pH   7．ん2   7．71   

ワーS日  （ppm）   1. 48888 1．048   2 9．d  

3S  （ ）   1．うさ 2   29 5．8   7 7，8   

BOp （〝）   2．19d   4 D7．9   81，4   

coDl認ア（〝）   1．82 D   50 5．5   85．5   

で－－N （′）   2．7d 9   1．572   45．2   

NE5－N（〝）   19 4．d   1（）‘．1   4 5．5   

A㌔‾N（〝）   2 0 5．る   5 る．99   81．8   

Ⅰ－N （〝）   111．1   5 2．dO   7 0．7   

el′   （′）   1占 2．5   8 5．4 5   4 7．4   

ー て7一つ   



東村山市恩多町 e癖’セシター  

（1） ■環 境 条 件  

東村山市は、昭和59年に市制が確行された。東京25区に近接する交通至便の地で、   

北は柳瀬川及び狭山丘綾なもって埼玉県所沢市に接している。この丘俊を利鞘して、都民   

の水顔地多摩湖がある。市内は、関東ローム層に覆われたほぼ平坦な武蔵野台地で、最近   

急速に発展しつつあり、人口急増に伴・う団地造成、準工業地城の開発が進められている。  

当該確僚機は、ほほ市の中・央部（て佗し、第5粗空地地帯にあり、市の中央部を西から兼  

へ流れている2報河川空堀川に沿っで横合が塵でられている。その東南約5D Omのとこ   

ろに一昨年赤挿悦生で問題と夜った文化村（分鶉地）がある。  

現在琢′舎の間辺はまだ畑地と売っているが、上述の■ように市街地開発が進み、住宅化の  

進行過程の中にあって、帝逓唄堵托濃化の一途をたどり、家市ふん尿、汚水の流出も当然  

問題化するJ掛野であるり  

（2） 経登の 璃況  

イ  飼啓開傲、督励状況、掛他㈲軋 作付状況等  

この軒家凝胱、名称をC甘壌センターと呼び、市内の裔頂業者5名が一地区に集り、   

′蟄側聞地を屠場しているもので、祥常の内‘各沈慣今に労れていて、三名を合せた話頭言放  

は1．8D口頭であるし‡  

この中、浄化槽で廼▼埋されているのは500配分だけで、5名の代衣者九ヰ晦の所有琢  

の一部である。その他の1，500錦については現在業者（て委託してバキニL－－ムカーで畑  

へ還元している。夜封今後既設の浄イヒ槽の捨異が好弼で、一方、資金の工廠がつけば近  

い将来全頭数を処蔑できる浄化施設を設置する考えである。管矧ま各々夫婦と傭人男1  

人の計7名で行って封り、鞘地は併せて畑1．7haに費、臼一痛、をヨ家明野葵を作ってい  

る∩  

ロ  家畜の銅等閑始から現在忙至るまでの7隠遁  

各人とも終戦後は5～1口頭と堆肥取カを目的把飼帝してきたが、5D年頃から食肉   

雫婁の伸びに伴って、5ロー100頭と副菜的に飼帝弱敵を増加してきた。  

昭和57年忙当時堤業委員会の自立塵紫経営の育成運動の推進と併せ、盤共用地の確  

保、育成を図る事例として、5名が1区緒に換り、照合を新築し、企業的聴腰経営を行  

うエう相等したものである。   

ハ  経 営 収 支  
－155－   



市の蓮華凍が経営指導に当ってかり、（本施設の設掛′こ対しても市は相当額の助成を  

講じている。）いま、5名のうちM咤のi〉称ナiてついて1年間（41．11～42、10）  

の収支をみると次のとおりである。  

支 出 の 部  

子豚購入代  

ずド1 ′■  

薬品 〃  

水適光熱密  

人 件 蛍  

そ町他纏賞  

（車線取規   

収 入 ク） 邦  

称複版売代  

雑 収 入  

25，72d．171円（2，258頭）…碑入党 静F伺県莫♯家畜市場外1  

20，49鼠200lリ・J‥‥協伺飼料（4口承） 日碑飼料（dO喀）   

．58D，590円・・‥‥ ワクチン、ペニツリソ、クレゾール轟  

74．d22円  

2．ロ5qO8〔＝∃…・＝ 囁桶瀬棚 男1人を含む   

5．140，827門……豚舎修理 その他  

85碩  

41，922，D78閂（1．Pd9照）   

41卑、505i・り……事故慄査ど中途で処分したもの。  

キ亨乗の経営ヨ醸   

任′宅化が急速に准行している現在、堺鴫や簡が葦瞳経営の第一要件であゎ、これら環  

境野郎朋如潮岬すれば、2∴〕0〔＝■再を常時飼育し、利錮眩益日経ほ別離企業化  

の充実を期している。   

生産浪噂の状潤  

0畜舎及び附絹略説  

慨 舎 10練  

絹科唾 1横  

事  務  所   

給 水 施 設 二   

消  毒  槽   

0機 械 器 具  

自  動  車  

計  量  器  

動 力噴銃器  

給 餌 形 態  

2 2，2ロOn1（璽墳鉄骨）  

ウ   27m‾（   ）   

18m2（  ）  

8Hp高砂式ポンプ   

4ケ所（㊥5mX4m）  

普通車2台、峰閥輪5台、三輪車1台、計‘台  

5台（25Dkg用）   

1台（丸山式）   



すべて配合飼料を便増、飼槽に粉訴を投与し、同時に給水する。  

（5） 浄化喝設の概況  

昭和42年5月忙下記のよう在原準二段喝化方式忙よる浄化施設を設苛した。   

この砲設は、癌性汚泥方式としては、高級処理転属するものでヾ水笹も充分むてあり、規   

定以上の稀釈倍盛を守った運転をLているので浄化産も棲めて良好であっ私，  

しかし潅がら、≡この施設吐500頭用で設置費が540フブ円もかかっている点が、今後   

の肇啄経営内に取り入れるととが、採算上可古旨かどうか問題とナるところである。  

施鞄の機能   

処 理 方 式  

処 理 能 力   

糞 尿 竜 嘩日   

経 処 理 章（2GQ）  

維 持管理 費  

確 設唾設 俊  

施  工  者  

漂牽二段懐化方式  

500頭／日  

1．8t／日  

5d t／日  

12，000ド］   

う、40〔），00〔l門  

東京部活耗区共印化工叛式全社  
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施 行 者   東京都新宿区共和化工殊式会社  

㊤  

分 析 借  調査月日 42．11．20  

分1流 入 汚 水  処 理 水   除 去 率   

水  分   9 9．4   9 9．9   

pti   8．1   乙 d   

T・－・S【   1．4 22   212．0   8 5．1  

SS   1．1弓9   1ロ ロ．0   91．d   

BO D   2．258   4 8．0 0   9 8．2   

1C   
coっ   4 7 d．0   5 9．10   8 7．5   

T－－一別   28〔】．0   57．7   8 d．5   

十＋十」∵   12 5．D   2 9．4   7 占．5   

ALb一打   5 9．1D   2 2．21   d 2．4   

エーD   9．2   口．52   9 6．5   

Cl／   71．2   1d．7   7 d．5  



保 谷 市  D 牧 場  

（1） 頗 項 条 件  

保谷市は昭利42年に市制が栴行うれ、東は練馬区慣北は埼玉県に接し、自然的、社会   

的粟童条件は、前記東村山市と同機、急■遜に発展しつらぁる地域で調査対象となったD牧   

場は硝のほほ中央にあ少、牛舎の酪北側旧ブロタク塀を瞞てて住宅が密集しているが、そ   

の他の周囲は開放し畑地が多く、住宅か散在している．まだ特別清掃地凶ては指定されて   

いないが、乳牛を掃うに虻魔境条件比良いとはいえ売い。市の下水道は一応射精封tてお   

ぉ、現在浄化穐設からの処理水はこれに流している。  

12） 徒食の既雪空  

イ  飼養頭数、労†勤状況、耕地面積、作付状況等   

現在の問智頭散は搾乳牛1d頭で、この外に埼玉県狭山市日高町に分場を持ち、内周  

肥育牛100頸と乳用牛の東新育成を行っている。丁壁調奄のときは、受領乾乳牛缶分  
／Lr：  

功労へかえ1L七高たので、由組成っていたが、常時25頸位軍学していろ。   

カ他力は主人と雇人天嫡の計5人で、畑は約1ha全部飼料園忙しておわ、卜クモロ  

コシ、ソルゴー、カブ、ライ麦を作っている。サイロは5基あり、トウ 

ゴーを詰めてhる。■   
二 ■ 
ごも、衰蕗ゐ廃車細 
こ 
■・J嬢嘩射牒的虎 は2D那増やし、そゃ後現状を附礼  

ている云  

∴経 営■収 支   

経営は有限会社にしており、乳徴ま1頭当り年間平均5．000kgを横枠している。   

飼料は柏類を主体として一部配合を給与しているが1頭1日当りの鱒入簡単費は5ロコ   

円程度。  

こ  将来の経営目標   

将来とも現在地は根源牧を維持して行く考えで、与のため近代的な牛命を新築する計   

画をたてている。  

ホ  生産装備の状況   

。畜舎及び附属施設   

牛   舎 1棟1dOm2（木造）   

飼料 鹿 55m2（木造）   



幾 兵 舎 55m2（木造）  

サ イ ロ  5基（径草mX5m）  

頼 牧 場 158  

給水施設  高砂式ポンプ（2Hp）2台  

○機 械 施 設   

トラタグ・クラベリー 中型1台  

トラック  中型 2台  

カッター  1台  

牛乳冷却機  1台  

飼料禄坪欄  間田式（1／2tip．1台）  

搾 乳 器  オリオン式 2台   

へ 給 餌 形 態．  

ピール伯、トウフ柏、アン粕、モマシ粕、日配飼科を檀坪機で処草して給与する。  

外にい表わら、育刈を与える。  

（5） 浄イヒ処理施設の概要  

昭和40年12月標準型一段硬化忙よる施設を設置したが、牛の勧告は、豚と迷ってふ   

ん尻の性状がきわめて徴密で粘着性が強く、且つ繊維質に革んでいるた鱒、少をくとも占D   

倍以上に稀釈して処理装置忙かける必要があるといわれている。たせたま調査の時点にお   

いては、数日前まで振動怖がこわれていて運転を中止していたこと、余剰汚咤の引抜きが   

十分に行食わ申てい孜かったこと、稀釈が十分でなぃことなどの理由によ少浄化効果は良   

くなかった。   

施設の 機能  

処 理 方 式  標準型一段硬化方式  

処．埋 能 力  牛5D頭／日  

糞 尿 世  D．9t／日  

総 処 機 屋  45t／日  

維 持菅二壁 費  10．000円  

設  置  費  1，占50．00D円 一   

掬  工  者  横浜市日本環工株式会社  

食お、本施設を約2ケ年間維持管理してきた結果把ついての検討であるが、次のエうを点  

＿・14〔－   



が指摘される。  

（1）振動帝が前後移動で木製のため、耐用年数が短かく（t5年位）、これは鉄製、上下   

式の方が良レ㌔  

（2）ポンプはダルマ式を使用しているが、．電気の使用料も多く、パッキンの傷みも早く、   

しかも取替修理がむづかしいので、これ放水中ポyプ忙切変えた方が良い。  

（5）アロワーの吾が大きく、，近所から苦情があったので、これは豪るペく青の小さいもの  

・を、しかも自動安全弁を？けることが必要である。  

分 析 情  調奄月日 42．12．5  

区  分  
流 入 汚 水   処   理   水   除 去 率 悌）   

水′し 分  （喀）   9R 2   少女4 

PH   8．4   8．4’  

T－SS  （ppm）   8，578   5．57d  55．4   

SS  （ 〝 ）   2，る92   2．108   21．7   

80D  （ 〝 ）   5，885   t518   77 占   

COD 1，780   
l昔（〝）  

1，175   54．0   

T－N  （ 〝 ）   2 54．‘   154．5   5R5   

NI寸3－N   （ 〝 ）   1，2D9   dOd．0  499   

ALb－N   （ 〝 ）   545．5   2 45．4   ＼2鼠 0   

エーD  （ 〝 ）   29ム4＝   2鼠占4   9鼠0   

Cl′  （ 〝 ）   1，2る9   9 95．1   21．7   

ー141－   



世 田 谷 区 E蓉條均   

し．て曙今だ離郷）畑内に移転したもゃである。                  I I L  
（2） 隠常わ・ノ既転 ご亨  

イ  飼廟敷∴痴廟状況；‾群掛軸こ1綿状況等   

′紳拗音1i・0豆陀夫婦a人で管理L、耕地は田5Da、ノ畑2やa咋米及びそ菜麦類   

を作つオいる。：・  

ロ  家帯の飼華開始から現在㌍至るまでの経過  

戌飯が容易に入手できたので、戦後間もなく2D弼位オ；ら始払」57年噴から槻在の  

猫歎に増加し卑。  

ハ  雄 常J況支．．．  
＼（：  

昨一軍柳の錮荷儲臆弱48・引離（約750万円）でこ子琢は平均亀dロd紺セ、由料  
；ご、，r  

代拭1恕仕上げ富■ま膏桓砲∂ざ5Dn円程定かかってい  
q、‘  

：卓・軍和琴常日焼∴：二L■：－  

ニミ現在の喉呑吐外師触感の計画予定頓忙含まれ   

ナる考えである。こ1・  

1r；  

、■廟也責奴に・夜うた暁咋埠鷹巣i  

′′ ＿．＿・l  

l   

互1   

ホ■ 生垣装備や状況  

。■畜舎及び附属施設  

疲 舎■‘．1鞠jノ1二7bふ2（木造二）二  

給水應設：高砂∫式ポ／プリヰp，．土」ニ  

0機 械 器 具  
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トラック 中型 1台  

へ  給 餌 形 態  

集めた残飯（バン屑、養子層、ソーセージ夜ども多蜃に含まれている）は煮沸し、笥  

が不足するときはこれに7スマ、大麦などを加えている。水で4倍思慮鑑にうすめて与  

えているので特に給水はしてい左い。  

（5ト 浄化施設の概要  

昭和4D年5月忙活性汚泥方式忙よる稀釈硬化方式の施設を設置した。   

この装慨は、家庭用浄化槽（本橋式）を基本与し、これ把噴気槽を併設して喫化処理す   

るように考えたもので、スカム、または破砕せぎる固形物は人力で頂き上げるエうに．翠つ   

ている。稀釈倍率はう■5倍に設計されていて、運転ぜ血仕容易であるが、高槻処理は望め  

ない状簡にある。   

－ 億設 の 機能■  

処 理 方 式  

処 腰 能 力  

糞尿螢（戚飯）  

総 処 理 債  

権持管理焼  

殺  憬 一頃  

地  工  者  

噌  構  図   

稀釈晒化型   

陳150頭／日   

0．75t／日   

11．25t／日・  

－4．00（】円・   

1，50口，000円   

世田谷区井上穏設KK  

無
二
頓
気
そ
う
 
 

投
入
そ
う
 
 

調
整
そ
う
 
 

第
一
噴
気
そ
ぅ
 
 
 

沈  
二昭  
敬    和  

そ  炉  
う  床   

－145－  



分 析 値  調査月日 42．12．d  

分  
流 入 汚 水   処  理．水   除 去 率㈱   

水  ▼‾ 分  （肇）   9鼠 5   9鼠9  

7H、＝   ■‘占．155 ス1D  

TrSS  （ppm）   ム．る18   792．0   ∴8．8．0   

SS  （ 〝 ）   4，9dO   1・574．0   9‘．9   

BOD  （〝 ）   ス55D   ．48父・5   95．5   

lC 
COD （〝）   5．2d5   1．549   52．5   

T－N  （ 〝 ）   48d．4   7（；．5d   84．5   

NH5－N   （ 〝 ）   252．1   47 27   81．2   

ALt）－N  （ 〝 ）   1．占91   ≦ 2ス75   85．d   

Ⅰ－D  （ 〝 ）   111．2   占．d7D   ∴94．0   

Cl′  （ 〝 ）   409 □   110＿口   75．1   

d． む す び   

以ム当初の針感は10車例について、癌性汚泥方式による浄化処理場殻だけでなく、そ   

の他の処理方式にエる璃設についても調査する予定であったが、諸椎の都合によカ、取り敢  

えず、取りせとめの終った5卓例たういセ報告するものである。   

本調査は、平素の管理案態を知るため、経営者に予告復し忙実地した関係もあるが、一鰐  

に十分者背理運転声ミ行われて封らず、浄化成績の悪いものが多く見受けられた。   

しあ、し滅がら個別調香経果？もー部述べ隼おり、現車串性汚泥方式忙よる処選施設につ  
いては、ご次のキク塵璃堰点カぎ指怖される。j ■  

（1）施設の建設療か高†つき、個人の．饉即剛入れるためにせま経済性忙問題がある。  

（2）微生物の作用を利用しているため、上れらの塵岳環境条件を好適に保持する必酌くある   

が、この堆積管理が、．．専門的知識の浸い経営者ではむづかしい。  

用 現在候絹されているポンプ、′ブロワ「、そ中畑の機械赦托しても、本来この目的把量ら   
れていをいので、不適当恵もゎが多く見受けられる。  

（4）啄の場合、一応20倍稀釈といわれ、これ佗もとづく設計になっているが、これでは十   

分な浄化は望めない。  

（5）余剰汚泥の処理対策の墳討  

現在、家畜ふん尿処理対策としては、この外に物理的或いは化学的を各稚の処理方法が  

考えられるが、未だこれといった決め手がをい現状にあり、早急忙効率のよい、しかも施   

設塚が安く、運転操作が簡単で、ランニノタコストも低い鯉方法を開発する必要が痛感  

された。   


